






















































	 本論文は、3 つの部、計 10 章から構成されている。各部及び各章の論旨の概略を以下
のように述べておく。	
	




















































3.1 第 2 章「研究対象と研究方法−コーパスによる量的傾向を踏まえて−」 
























3.2 第 3 章「形容詞と名詞との意味関係による分類−装定から述定へ転換できないものを
めぐって−」 



















3.3 第 4 章「形容詞の装定と述定における意味的特徴−「新しい」を中心に−」 





































3.4 第 5 章「装定から述定への転換のパターンから考える形容詞の装定の意味的特徴−
「難しい」を中心に−」 











































































































3.8 第 9 章「「広い」の装定と述定における意味・用法に関して−装定から述定への転換
可能性という視点から考える−」 
























	 第 1 章で述べたように、本論文の主な目的は、「形容詞の装定と述定に関して、装定か
ら述定への転換可能性という視点を取り入れて、この両機能における意味、用法について
考察し、記述する。そして、形容詞の装定から述定へ転換できないものは、なぜ転換でき
ないかについてその理由を明らかにする」ことである。そのために、第 2章では、形容詞
の装定と述定との転換可能性に関して、量的な考察を行い、形容詞と名詞とのコロケーシ
ョンについてどのようなものがあるかを全体的に把握し、研究対象と研究方法を確認した。
第 3章では、特に形容詞の装定から述定へ転換できないものを取り上げて、形容詞と被修
飾名詞との結びつき方について分類を試み、全体的にどのようなものがあるかを考察し、
分析した。第 4章から第 9章では、個別の形容詞や被修飾名詞の類を対象に、形容詞の装
定から述定への転換可能性に関わる諸問題点をめぐって考察し、検討を行った。このよう
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に、本論文で行ってきた一連の考察を通して、形容詞の装定から述定へ転換できないもの
に関して、なぜ転換できないかについてその理由が明らかにされた。そして、形容詞の装
定の意味、機能に関して、装定から述定へ転換できる場合は、形容詞が被修飾名詞を部類
分けする機能を有するものであり、装定から述定へ転換できない場合とは区別されること
が分析できた。なお、本論文の研究結果は、具体的に次のように大きくまとめられる。	
	
1．形容詞の装定から述定へ転換できない理由に関して 
	 形容詞の装定から述定へ転換できないものには、主に次のような 3つの場合があること
が挙げられる。	
	
A．形容詞が、話し手が被修飾名詞の表す対象との何らかの個人的な関係や被修飾名
詞の置かれている外部の状況などによって、被修飾名詞に付与した特徴を表す場
合（例えば、「新しい友達」など）	
B．形容詞が被修飾名詞と意味的に重複している場合（例えば、「古い昔」など）	
C．形容詞、或いは被修飾名詞が比喩的な意味を表す場合（例えば、「明るい光」など）	
	
	 その中で、A．の場合は、用例が一番多く見られ、考察の中心となっている。そして用
例分析を通して、形容詞の述定は、主語である名詞の表す対象の自らの内在的な性質、属
性を表すものであることが捉えられた。そのため、A．のように、形容詞の装定は、話し
手が被修飾名詞の表す対象との何らかの個人的な関係や、被修飾名詞の表す対象の置かれ
ている外部の状況などによって、被修飾名詞に付与した特徴を表す場合に、述定へ転換で
きない。B．の場合は、形容詞が被修飾名詞と意味的に重複しており、強調する機能を果
たす。述定へ転換すると意味的に通じないものである。また、C．の場合は、形容詞と被
修飾名詞とが、文脈によって、ある定まった意味を表している。述定へ転換すると意味が
変わってくるため、述定へ転換できないものと捉えられる。	
	 要するに、形容詞の装定から述定へ転換できない理由は、形容詞と被修飾名詞との意味
関係に求められることを指摘した。そして、形容詞の述定は、主語である名詞の表す対象
の自らの内在的な性質、属性を表すため、形容詞の装定が、話し手が被修飾名詞の表す対
象との何らかの個人的な関係や、被修飾名詞の表す対象の置かれている外部の状況などに
よって、被修飾名詞に付与した特徴を表す場合に、述定へ転換できない、ということが結
論づけられる。形容詞が名詞の表す対象の自らの内在的な性質、属性を表しているかどう
かは、形容詞の表す意味特性が被修飾名詞の表す対象に含まれるものなのか、或いは被修
飾名詞の表す対象の外部にあるものなのか、ということによって判断される。	
	
2．形容詞の装定の意味、機能に関して 
	 形容詞の装定の意味、機能に関しては、装定から述定への転換可能性という視点を取り
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入れて、装定から述定へ転換できる場合に、形容詞の装定が被修飾名詞を部類分けする機
能を備えている、ということを指摘した。本論文では、影山（2009）で指摘された「部
類分け」という用語を借りて、形容詞がある定まった基準により、被修飾名詞の表すもの
の類を下位分類する機能を「部類分け」と規定した。そして、この場合、形容詞がスケー
ル上である範囲を占めていることを指摘した。また、形容詞の装定から述定への転換可能
性に関しては、装定から述定へ転換できる場合に、形容詞が被修飾名詞の部類分けをして
いる。一方、装定から述定へ転換できない場合には、形容詞が被修飾名詞を部類分けする
機能を有しない。ただし、形容詞が被修飾名詞の概念的状態性の一つとされる場合には、
被修飾名詞の部類分けを表さず、文脈において強調する機能を果たす、ということが結論
づけられる。	
	 このような形容詞の装定と述定をめぐる検討は、管見の限りでは、これまでの形容詞の
装定と述定の研究では行われていない。そして、形容詞の装定に関しては、従来の研究で
は、佐久間（1941）や川端（1976）の「倒逆された形式での主述関係」の指摘、或いは
仁田（1980）や寺村（1991）の「内在説」の指摘とは異なっている。つまり、形容詞の
装定は、被修飾名詞の表す対象の性質、属性に限らず、被修飾名詞の表す対象の自らの内
在的な性質、属性でも、話し手が被修飾名詞をめぐる何らかの関係によって外から付与し
た特徴でも表せることを指摘した。	
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